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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学系と、
　前記光学系の一部を保持するレンズ保持枠と、
　前記レンズ保持枠を移動可能に保持する固定枠と、
　前記固定枠に形成されたスリットを挿通し、前記レンズ保持枠の側面から径方向外側に
突出した腕部と、
　前記腕部に付勢することで、前記レンズ保持枠を基端側に付勢する付勢部材と、
　前記固定枠の側面部に配設され、前記レンズ保持枠を駆動する駆動機構部と、
　前記駆動機構部に設けられ、前記レンズ保持枠を駆動するために、前記付勢部材の付勢
力に抗して、前記腕部を先端側へ押圧する押圧部と、
　前記腕部に設けられた第１磁性部材と、
　前記押圧部に設けられ、前記第１磁性部材と引き合う第２磁性部材と、
　を具備し、
　前記第２磁性部材が前記第１磁性部材よりも前記レンズ保持枠の外径方向にずれて設け
られ、前記レンズ保持枠と前記固定枠とのガタが外径一方向に寄せられると共に、
　前記第２磁性部材が前記第１磁性部材よりも像側にずれて設けられ、前記レンズ保持枠
の基端側への移動時に駆動力を生じさせることを特徴とする内視鏡用撮像ユニット。
【請求項２】
　前記付勢部材はバネであり、
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　前記第１磁性部材は、前記バネの座屈を防止する芯金であることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡用撮像ユニット。
【請求項３】
　前記第１磁性部材および前記第２磁性部材は、一方が磁石で他方が強磁性体であること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡用撮像ユニット。
【請求項４】
　請求項１に記載の内視鏡用撮像ユニットを具備することを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡挿入部の先端部に配設され、対物レンズの一部または全部を移動させ
る可動レンズ駆動部を有する内視鏡用撮像ユニットおよび内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体の体内や構造物の内部などの観察が困難な箇所を観察するために、生体や構造物の
外部から内部に導入可能であって、光学像を撮像するための撮像ユニットを具備した内視
鏡が、例えば医療分野および工業分野において利用されている。
【０００３】
　内視鏡の撮像ユニットは、被写体像を結像する対物レンズと、対物レンズの結像面に配
設された一般にＣＣＤ（電荷結合素子）やＣＭＯＳ（相補型金属酸化膜半導体）センサな
どの撮像素子を具備してなる。
【０００４】
　例えば、日本国特開２０１３－１１６３４９号公報には、対物レンズ中に可動レンズを
有し、可動レンズを光軸方向に移動させることによって撮影倍率を変更する機能（変倍機
能、ズーム機能）を備えた内視鏡用撮像ユニットが開示されている。
【０００５】
　この日本国特開２０１３－１１６３４９号公報の内視鏡用撮像ユニットは、移動レンズ
枠の被当接面に当接部材が接触することで、被当接面が当接部材から加えられた押圧力を
撮影光軸に略直交する方向および撮影光軸に沿った第２の方向に分配することで、移動レ
ンズ枠を撮影光軸に沿った方向へ繰り出されるようにし、所望の光学特性を安定して再現
して、進退移動時に画像揺れなどが生じないようにすると共に、移動レンズ枠を一定のワ
イド端位置で停止する再現性を向上させて視野ケラレの発生を防止する技術が開示されて
いる。
【０００６】
　日本国特開２０１３－１１６３４９号公報に記載されるような、前後に移動する移動レ
ンズ枠を備えた従来の撮像ユニットは、移動レンズ枠と、固定レンズ枠とに嵌合のガタ付
きがある場合、移動レンズ枠は、前後の停止位置にばらつきが生じ、所望の光学特性を満
足する位置で停止しないという問題があった。これにより、移動レンズ枠および固定レン
ズ枠は、製造時の精度が要求され、歩留まりが低下するという問題があった。
【０００７】
　さらに、移動レンズ枠は、固定レンズ枠と嵌合のガタ付きがあると、進退移動時に画像
揺れが生じてしまうという問題もある。また、対物光学系の偏角調整を行ったとしても、
あらゆる姿勢で使用される内視鏡においては、撮像ユニットの移動レンズ枠が所望の位置
で停止しない場合があり、安定した解像力の再現性が確保できないという問題もあった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述の事情に鑑み、その目的とするところは、歩留りが向上し、且
つ移動レンズ枠の進退移動時に画像揺れなどが生じないようにすると共に、安定して解像
力の再現性を確保できる内視鏡用撮像ユニットおよび内視鏡を実現することである。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　本発明に係る内視鏡用撮像ユニットは、光学系と、前記光学系の一部を保持するレンズ
保持枠と、前記レンズ保持枠を移動可能に保持する固定枠と、前記固定枠に形成されたス
リットを挿通し、前記レンズ保持枠の側面から径方向外側に突出した腕部と、前記腕部に
付勢することで、前記レンズ保持枠を基端側に付勢する付勢部材と、前記固定枠の側面部
に配設され、前記レンズ保持枠を駆動する駆動機構部と、前記駆動機構部に設けられ、前
記レンズ保持枠を駆動するために、前記付勢部材の付勢力に抗して、前記腕部を先端側へ
押圧する押圧部と、前記腕部に設けられた第１磁性部材と、前記押圧部に設けられ、前記
第１磁性部材と引き合う第２磁性部材と、を具備し、前記第２磁性部材が前記第１磁性部
材よりも前記レンズ保持枠の外径方向にずれて設けられ、前記レンズ保持枠と前記固定枠
とのガタが外径一方向に寄せられると共に、前記第２磁性部材が前記第１磁性部材よりも
像側にずれて設けられ、前記レンズ保持枠の基端側への移動時に駆動力を生じさせる。
【００１０】
　本発明に係る内視鏡は、光学系と、前記光学系の一部を保持するレンズ保持枠と、前記
レンズ保持枠を移動可能に保持する固定枠と、前記固定枠に形成されたスリットを挿通し
、前記レンズ保持枠の側面から径方向外側に突出した腕部と、前記腕部に付勢することで
、前記レンズ保持枠を基端側に付勢する付勢部材と、前記固定枠の側面部に配設され、前
記レンズ保持枠を駆動する駆動機構部と、前記駆動機構部に設けられ、前記レンズ保持枠
を駆動するために、前記付勢部材の付勢力に抗して、前記腕部を先端側へ押圧する押圧部
と、前記腕部に設けられた第１磁性部材と、前記押圧部に設けられ、前記第１磁性部材と
引き合う第２磁性部材と、を具備し、前記第２磁性部材が前記第１磁性部材よりも前記レ
ンズ保持枠の外径方向にずれて設けられ、前記レンズ保持枠と前記固定枠とのガタが外径
一方向に寄せられると共に、前記第２磁性部材が前記第１磁性部材よりも像側にずれて設
けられ、前記レンズ保持枠の基端側への移動時に駆動力を生じさせる内視鏡用撮像ユニッ
トを具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】内視鏡用撮像ユニットを備える内視鏡を説明する図
【図２】内視鏡の挿入部の先端部の概略を説明する断面図
【図３】内視鏡用撮像ユニットを先端側から見た正面図
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ断面図
【図５】可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニットの断面図
【図６】可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニットの断面図
【図７】第１の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニッ
トの断面図
【図８】第１の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニッ
トの断面図
【図９】第２の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニッ
トの断面図
【図１０】第２の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
ットの断面図
【図１１】第３の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
ットの断面図
【図１２】第３の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
ットの断面図
【図１３】第４の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
ットの断面図
【図１４】第４の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
ットの断面図
【図１５】第５の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
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ットの断面図
【図１６】第５の変形例の可動レンズ保持枠の断面図
【図１７】第５の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
ットの断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大
きさとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図
に記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、および各構成
要素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。
【００１３】
　以下に、本発明の実施形態の一例を説明する。図１は、内視鏡用撮像ユニットを備える
内視鏡を説明する図、図２は内視鏡の挿入部の先端部の概略を説明する断面図、図３は内
視鏡用撮像ユニットを先端側から見た正面図、図４は図３のＩＶ－ＩＶ断面図、図５は可
動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニットの断面図、図６は可動レ
ンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニットの断面図である。
【００１４】
　まず、図１を参照して、本発明に係る内視鏡用撮像ユニット１を具備する内視鏡１０１
の構成の一例を説明する。なお、以下においては、内視鏡用撮像ユニット１のことを、単
に撮像ユニット１と称するものとする。本実施形態の内視鏡１０１は、人体などの被検体
内に導入可能であって被検体内の所定の観察部位を光学的に撮像する構成を有する。なお
、内視鏡１０１が導入される被検体は、人体に限らず、他の生体であってもよいし、機械
や建造物などの人工物であってもよい。
【００１５】
　内視鏡１０１は、被検体の内部に導入される挿入部１０２と、この挿入部１０２の基端
に位置する操作部１０３と、この操作部１０３の側部から延出するユニバーサルコード１
０４とで主に構成されている。
【００１６】
　挿入部１０２は、先端に配設される先端部１１０、先端部１１０の基端側に配設される
湾曲自在な湾曲部１０９、および湾曲部１０９の基端側に配設され操作部１０３の先端側
に接続される可撓性を有する可撓管部１０８が連設されて構成されている。なお、内視鏡
１０１は、挿入部に可撓性を有する部位を具備しない、いわゆる硬性鏡と称される形態の
ものであってもよい。
【００１７】
　詳しくは後述するが、先端部１１０には、撮像ユニット１および照明光出射部１１３（
図１には不図示）が設けられている。また、操作部１０３には、湾曲部１０９の湾曲を操
作するためのアングル操作ノブ１０６が設けられている。また、操作部１０３には、後述
する駆動機構部としてのアクチュエータ３０の動作を指示し、撮像ユニット１の撮像倍率
変更動作を行うためのレバースイッチである変倍操作部１０７が配設されている。なお、
変倍操作部１０７は、ロータリースイッチ、プッシュスイッチまたはタッチセンサなどの
他の形式であってもよい。
【００１８】
　ユニバーサルコード１０４の基端部には外部装置１２０に接続される内視鏡コネクタ１
０５が設けられている。また、内視鏡１０１は、ユニバーサルコード１０４、操作部１０
３および挿入部１０２内に挿通された電気ケーブル１１５および光ファイバ束１１４（図
１には不図示）を具備している。
【００１９】
　電気ケーブル１１５は、コネクタ部１０５と撮像ユニット１とを電気的に接続するよう
に構成されている。コネクタ部１０５が外部装置１２０に接続されることによって、撮像
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ユニット１は、電気ケーブル１１５を介して外部装置１２０に電気的に接続される。この
電気ケーブル１１５を介して、外部装置１２０から撮像ユニット１への電力の供給、およ
び外部装置１２０と撮像ユニット１との間の通信が行われる。
【００２０】
　また、光ファイバ束１１４は、外部装置１２０が有する光源部から発せられた光を、先
端部１１０の照明光出射部１１３にまで伝えるように構成されている。なお、光源部は、
内視鏡１０１の操作部１０３や先端部１１０に配設される構成であってもよい。
【００２１】
　外部装置１２０は、例えば、光源部、電源部１２０ａ、画像処理部１２０ｂ、および画
像表示部１２１を具備して構成されている。電源部１２０ａは、使用者による変倍操作部
１０７の操作に応じて、撮像ユニット１が有するアクチュエータ３０を動作させる電力を
出力するように構成されている。詳しくは後述するが、本実施形態では一例として、電源
部１２０ａは、アクチュエータ３０が有するワイヤ状の形状記憶合金である形状記憶合金
ワイヤ（以下、ＳＭＡワイヤと略記する）３６に電流を印加するように構成されている。
【００２２】
　画像処理部１２０ｂは、撮像ユニット１から出力された撮像素子出力信号に基づいて映
像信号を生成し、画像表示部１２１に出力する構成を有している。すなわち、撮像ユニッ
ト１により撮像された光学像は、映像として表示部１２１に表示される。なお、電源部１
２０ａ、画像処理部１２０ｂおよび画像表示部１２１の一部または全部は、外部装置１２
０ではなく内視鏡１０１に配設される構成であってもよい。
【００２３】
　次に、先端部１１０の構成を説明する。図２に示すように、先端部１１０には、撮像ユ
ニット１および照明光出射部１１３が配設されている。
【００２４】
　本実施形態では一例として、撮像ユニット１は、図２中に矢印Ａで示す挿入部１０２の
長手方向（挿入軸方向）に沿って先端方向を撮像するように配設されている。より具体的
には、撮像ユニット１は、対物レンズ１１の光軸Ｏが挿入部１０２の長手方向に沿うよう
に配設されている。なお、撮像ユニット１は、光軸Ｏが、挿入部１０２の長手方向に対し
て所定の角度をなすように配設されるものであってもよい。
【００２５】
　また、照明光出射部１１３は、光ファイバ束１１４の先端から出射された光を、撮像ユ
ニット１の被写体を照明するように出射する構成を有している。本実施形態では、照明光
出射部１１３は、挿入部１０２の長手方向に沿って、先端部１１０の先端面から先端方向
に向かって光を出射するように構成されている。
【００２６】
　撮像ユニット１および照明光出射部１１３は、先端部１１０に設けられた保持部１１１
によって保持されている。保持部１１１は、先端部１１０の先端面に露出する硬質な部材
であって、挿入部１０２の長手方向に沿って穿設された貫通孔１１１ａおよび１１１ｂが
設けられている。貫通孔１１１ａおよび１１１ｂ内には、撮像ユニット１および照明光出
射部１１３が、接着剤やネジ止めなどの方法によって固定されている。また、貫通孔１１
１ｂ内に、基端側から光ファイバ束１１４が挿入され、固定されている。
【００２７】
　次に、本実施形態の撮像ユニット１の構成を説明する。図２および図３に示すように、
撮像ユニット１は、対物レンズ１１および対物レンズ１１の像側に配設された撮像素子１
２を保持するレンズ鏡筒部２０と、レンズ鏡筒部２０の側部に配設された駆動機構部であ
るアクチュエータ３０と、を含んで構成されている。
【００２８】
　図４から図６の断面図に示すように、対物レンズ１１は、被写体像を結像する複数のレ
ンズなどの光学系部材からなる。
【００２９】
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　本実施形態の対物レンズ１１は、レンズ鏡筒部２０内において位置が固定された１つま
たは複数のレンズからなる固定レンズ１１ａと、レンズ鏡筒部２０内において光軸Ｏ方向
に移動可能な１つまたは複数のレンズからなる可動レンズ１１ｂを含んで構成されている
。
【００３０】
　なお、本実施形態では一例として、対物レンズ１１は、可動レンズ１１ｂが像側に位置
（テレ端位置）するほど、撮影倍率が高くなる（画角が狭くなるテレ状態）ように構成さ
れている。
【００３１】
　また、本実施形態の対物レンズ１１は、可動レンズ１１ｂが像側に位置（テレ端位置）
するほど撮影倍率が高くなるテレ状態を有しているが、対物レンズ１１は、可動レンズ１
１ｂが像側に位置（テレ端位置）するほど撮影倍率が低くなるワイド状態であってもよい
。
【００３２】
　さらに、本実施形態では、可動レンズ１１ｂの前後に固定レンズ１１ａが配設されてい
るが、可動レンズ１１ｂは、対物レンズ１１の最も物体側に配設される形態であってもよ
いし、対物レンズ１１の最も像側に配設される構成であってもよい。
【００３３】
　また、対物レンズ１１は、絞り、プリズム、光学フィルタなどの他の光学系部材を含む
構成であってもよい。
【００３４】
　撮像素子１２は、入射される光を光電変換する複数の受光素子が配列されたものであり
、例えば一般にＣＣＤ（電荷結合素子）やＣＭＯＳ（相補型金属酸化膜半導体）センサな
どと称される形式、あるいはその他の各種の形式の撮像素子が適用され得る。撮像素子１
２は、対物レンズ１１の結像面に受光素子が位置するように配設される。
【００３５】
　撮像素子１２の受光素子が配設された受光面上には、カバーガラス１３が接着剤によっ
て貼着されている。また、撮像素子１２には、回路基板１４が電気的に接続されている。
回路基板１４は、電気ケーブル１１５に電気的に接続されている。
【００３６】
　まず、レンズ鏡筒部２０の構成について説明する。前述した対物レンズ１１および撮像
素子１２を保持するレンズ鏡筒部２０は、主にアルミニウムなどの金属または硬質樹脂の
非磁性材から形成された、固定枠２１、物体側レンズ保持枠２２、可動レンズ保持枠２３
および像側レンズ保持枠２４を含んで構成されている。
【００３７】
　固定枠２１、物体側レンズ保持枠２２および像側レンズ保持枠２４は、それぞれ略筒形
状の部材であり、互いの位置が接着剤や圧入などにより固定されている。
【００３８】
　固定枠２１の基端側には、カバーガラス１３の１つが接着剤によって固定されている。
すなわち、撮像素子１２は、２つのカバーガラス１３を介して固定枠２１の基端側に固定
されている。
【００３９】
　固定枠２１の先端側には、略円筒形状の円筒部２１ａが設けられている。円筒部２１ａ
の側面部には、後述する可動レンズ保持枠２３の腕部２３ｂが挿通される貫通孔であるス
リット２１ｂが形成されている。スリット２１ｂは、光軸Ｏに略平行な方向を長手方向と
した長孔である。
【００４０】
　また、固定枠２１の側面上の、スリット２１ｂよりも基端側には、腕状に径方向（光軸
Ｏに直交する方向）外側に突出する保持部２１ｃが設けられている。スリット２１ｂと保
持部２１ｃは、光軸Ｏ方向から見た場合に、光軸Ｏに対して略同一の周方向に設けられて
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いる。
【００４１】
　保持部２１ｃは、アクチュエータ３０を構成するガイドパイプ３３の先端部を位置決め
して保持する部位である。具体的には、保持部２１ｃには、光軸Ｏに略平行な貫通孔が形
成されており、この貫通孔内に略円筒状のガイドパイプ３３が挿通された状態で固定され
る。なお、ガイドパイプ３３内には、押圧部３２が光軸Ｏ方向に進退移動可能に配設され
ている。
【００４２】
　固定枠２１の円筒部２１ａの先端側には、物体側レンズ保持枠２２が固定されている。
物体側レンズ保持枠２２は、対物レンズ１１のうちの、可動レンズ１１ｂよりも物体側に
位置（ワイド端位置）する固定レンズ１１ａを保持する略円筒状の部材である。
【００４３】
　物体側レンズ保持枠２２の側面には、腕状に径方向（光軸Ｏに直交する方向）外側に突
出する凸部２２ａが設けられている。
【００４４】
　凸部２２ａは、光軸Ｏ方向から見た場合に、光軸Ｏに対してスリット２１ｂと略同一の
周方向に設けられている。なお、この凸部２２ａは、アクチュエータ３０の一部を構成す
る部位である。
【００４５】
　固定枠２１の円筒部２１ａの内部には、可動レンズ保持枠２３が光軸Ｏ方向に進退移動
可能に配設されている。可動レンズ保持枠２３は、対物レンズ１１のうちの、可動レンズ
１１ｂを保持する部材である。
【００４６】
　可動レンズ保持枠２３は、内部に可動レンズ１１ｂを保持し、側面から腕状に径方向（
光軸Ｏに直交する方向）外側に突出する腕部２３ｂを有している。
【００４７】
　また、可動レンズ保持枠２３には、腕部２３ｂが設けられた側面基端部分に第１磁性部
材４１が設けられている。この第１磁性部材４１は、強磁性体である。
【００４８】
　可動レンズ保持枠２３は、固定枠２１の円筒部２１ａ内に所定の隙間を有して嵌合する
外径を有している。そして、可動レンズ保持枠２３は、円筒部２１ａ内において光軸Ｏ方
向に摺動可能に構成されている。
【００４９】
　可動レンズ保持枠２３は、円筒部２１ａ内に嵌合した状態において、腕部２３ｂは、ス
リット２１ｂ内に挿通される。スリット２１ｂ内に腕部２３ｂが挿通されることにより、
可動レンズ保持枠２３の光軸Ｏ周りの回転が規制される。
【００５０】
　腕部２３ｂは、可動レンズ保持枠２３を先端側（物体側）へ移動させた場合に、物体側
レンズ保持枠２２の凸部２２ａの基端側の平面部に当接するように設けられている。
【００５１】
　なお、図４では、腕部２３ｂが凸部２２ａの基端側の平面部に当接し、可動レンズ保持
枠２３が移動可能範囲の最も先端側に位置している状態を示している。
【００５２】
　一方、腕部２３ｂは、可動レンズ保持枠２３を基端側（像側）へ移動させた場合に、固
定枠２１のスリット２１ｂを形成する壁面に当接して、可動レンズ保持枠２３の基端側へ
の移動が規制される。
【００５３】
　なお、可動レンズ保持枠２３は、腕部２３ｂが図示しない部位または固定枠２１に固定
された図示しないスペーサに当接するようにして基端側への移動が規制されるようにして
もよい。
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【００５４】
　このように、本実施形態では、可動レンズ保持枠２３の光軸Ｏ方向の移動可能範囲は、
腕部２３ｂが、固定枠２１に対して固定された部位に当接するまでの範囲によって定めら
れている。
【００５５】
　腕部２３ｂの先端側の面には、光軸Ｏに略平行な方向に先端側へ突出するように柱状の
芯金２５が嵌め込まれている。この芯金２５は、腕部２３ｂに対して接着、圧入などによ
って固定されている。
【００５６】
　芯金２５は、物体側レンズ保持枠２２の凸部２２ａの基端側の平面部に設けられた凹部
２２ｃ内に進入する位置に設けられている。芯金２５は、後述するアクチュエータ３０を
構成する付勢部材である第１バネ３１の座屈を防止するための部位である。
【００５７】
　固定枠２１の円筒部２１ａの内部において、可動レンズ保持枠２３よりも基端側、且つ
カバーガラスとなる最先端の固定レンズ１１ａよりも物体側には、像側レンズ保持枠２４
が固定されている。像側レンズ保持枠２４は、対物レンズ１１のうちの、可動レンズ１１
ｂよりも像側に位置（テレ端位置）する固定レンズ１１ａを保持する略円筒状の部材であ
る。
【００５８】
　固定枠２１の基端側において、撮像素子１２、回路基板１４および電気ケーブル１１５
の先端部の周囲は、金属製の薄板からなる筒状のシールド枠１５によって囲われており、
シールド枠１５内は電気絶縁性の封止樹脂１６が充填されている。
【００５９】
　そして、シールド枠１５および電気ケーブル１１５の先端部の周囲は、熱収縮チューブ
１７によって被覆されている。
【００６０】
　以上に説明したレンズ鏡筒部２０の可動レンズ保持枠２３は、レンズ鏡筒部２０の側部
に配設されたアクチュエータ３０によって、光軸Ｏ方向に進退駆動される。
【００６１】
　ここで、本実施の形態のアクチュエータ３０の構成について、以下に詳しく説明する。
【００６２】

　ここでのアクチュエータ３０は、ＳＭＡワイヤ３６の伸縮によって、可動レンズ保持枠
２３を光軸Ｏ方向に駆動する構成を有している。
【００６３】
　アクチュエータ３０は、上述したように、ガイドパイプ３３が円筒状のパイプであり、
先端部が固定枠２１の保持部２１ｃに設けられた貫通孔に挿通された状態で、保持部２１
ｃに固定されている。
【００６４】
　ガイドパイプ３３は、固定枠２１の側部において、保持部２１ｃによって中心軸が光軸
Ｏと略平行となるように位置決めされて固定されている。
【００６５】
　ガイドパイプ３３の基端には、アウターチューブ３５が接続されている。第１アウター
チューブ３５は、例えばポリエーテル・エーテル・ケトン樹脂（ＰＥＥＫ）などの合成樹
脂からなるパイプである。
【００６６】
　アウターチューブ３５内には、ＳＭＡワイヤ３６が挿通されている。アウターチューブ
３５には、ガイドパイプ３３の基端部分を一体的に覆う熱収縮チューブ５６によって被覆
されている。
【００６７】
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　第１アウターチューブ３５は、内視鏡１０１の挿入部１０２の湾曲部１０９の湾曲に沿
って湾曲可能であり、且つ内部に挿通されたＳＭＡワイヤ３６に加えられる張力に抗する
ように構成されている。
【００６８】
　ガイドパイプ３３内には、ピストン状の押圧部３２が、軸方向に摺動自在に配設されて
いる。押圧部３２は、ガイドパイプ３３の先端よりも先端方向に突出している。
【００６９】
　このガイドパイプ３３は、先端部分にリング状の第２磁性部材４２が設けられ、この第
２磁性部材を覆うように、可動レンズ保持枠２３の腕部２３ｂに直接的に当接する当接部
である押圧キャップ３２ａが設けられている。この押圧キャップ３２ａには、伸縮するＳ
ＭＡワイヤ３６の先端が固定されている。
【００７０】
　なお、第２磁性部材４２は、強磁性体であり、後で詳しく説明するが、第１磁性部材４
１と相互的に磁気作用が生じるようになっている。
【００７１】
　また、ガイドパイプ３３内には、押圧部３２を先端方向へ付勢する第２バネ３４が配設
されている。本実施形態では第２バネ３４は、圧縮コイルバネである。
【００７２】
　したがって、ＳＭＡワイヤ３６に張力が加えられていない場合には、押圧部３２の先端
に設けられた押圧キャップ３２ａが第２バネ３４の付勢力によって、可動レンズ保持枠２
３の腕部２３ｂを先端方向へ押圧する（図５参照）。
【００７３】
　すなわち、可動レンズ保持枠２３の突出した柄となる腕部２３ｂに、当接部である押圧
キャップ３２ａが直接的に当接する。
【００７４】
　付勢部材である第１バネ３１は、可動レンズ保持枠２３を、基端方向へ付勢するように
配設されている。本実施形態では、第１バネ３１は圧縮コイルバネであり、物体側レンズ
保持枠２２の凸部２２ａに設けられた凹部２２ｃ内に配設されている。
【００７５】
　したがって、第１バネ３１は、可動レンズ保持枠２３の腕部２３ｂを挟んで押圧部３２
とは反対側に配設されている。
【００７６】
　ここで、第１バネ３１は、腕部２３ｂを基端方向へ付勢する力が、第２バネ３４による
腕部２３ｂを先端方向へ付勢する力よりも弱くなるように構成されている。したがって、
ＳＭＡワイヤ３６が伸長している場合には、第２バネ３４の付勢力によって、図４および
図５に示す状態となるように、腕部２３ｂは先端方向へ移動し、凸部２２ａに当接する。
【００７７】
　すなわち、ＳＭＡワイヤ３６が収縮していない場合には、可動レンズ保持枠２３は、移
動可能範囲の先端に位置する。
【００７８】
　また、ＳＭＡワイヤ３６が収縮して第２バネ３４が縮み、押圧キャップ３２ａおよび押
圧部３２が基端方向へ移動する場合には、腕部２３ｂは、第１バネ３１の付勢力によって
基端側に移動する（図６参照）。
【００７９】
　すなわち、ＳＭＡワイヤ３６の張力の変化に応じて押圧部３２が光軸Ｏ方向に進退移動
するように構成されており、且つ第１バネ３１の付勢力によって可動レンズ保持枠２３を
光軸Ｏ方向に移動させるように構成されている。
【００８０】
　なお、ＳＭＡワイヤ３６は、温度が上昇すると収縮するように構成されている。
【００８１】
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　本実施形態では、ＳＭＡワイヤ３６は、図示しない一対の電線を介して、図１に示した
電源部１２０ａに電気的に接続可能に構成されており、電源部１２０ａから出力される電
流は、ＳＭＡワイヤ３６に印加される。
【００８２】
　ＳＭＡワイヤ３６は、印加される電流に応じて発熱し、発熱に応じて収縮して張力が加
えられる。以上のように、アクチュエータ３０は、可動レンズ保持枠２３を駆動する駆動
力を発生するように構成されている。
【００８３】
　このようなＳＭＡワイヤ３６の伸縮を利用したアクチュエータ３０の構成は、従来と同
様であるため、その他の構成要素についての詳細説明を省略する。
【００８４】
　なお、駆動機構部であるアクチュエータ３０の構成は、レンズ鏡筒部２０の側部に配設
され、可動レンズ保持枠２３を光軸Ｏ方向に駆動可能な構成であれば特に限定されるもの
ではない。例えば、駆動機構部は、電気的に可動レンズ保持枠２３を駆動するアクチュエ
ータ３０の代わりに、電気ケーブル１１５に沿って配索されたワイヤを内視鏡１０１の操
作部１０３に設けられたレバーによって押し引きすることによって手動的に可動レンズ保
持枠２３を駆動する機構であってもよい。
【００８５】
　また例えば、アクチュエータ３０は、リニアモータによって可動レンズ保持枠２３を駆
動する構成であってもよい。
【００８６】
　ここで、可動レンズ保持枠２３に設けられた第１磁性部材４１および押圧部３２に設け
られた第２磁性部材４２による磁気的作用について以下に説明する。
【００８７】
　先ず、第１磁性部材４１および第２磁性部材４２は、一方が永久磁石で他方がニッケル
などの強磁性体である。なお、第１磁性部材４１および第２磁性部材４２は、両方が引き
つけ合うようにＳＮ極性が設定された永久磁石としてもよい。
【００８８】
　図５に示したように、撮像ユニット１は、可動レンズ１１ｂが物体側に位置（ワイド端
位置）する、ここでは撮影倍率が低くなるワイド状態のとき、第１磁性部材４１および第
２磁性部材４２に互いに引きつけ合う引力Ａが生じている。
【００８９】
　このとき、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材４１には、押圧部３２に設けられた第
２磁性部材４２方向へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａにより基端側への水平分
力Ｂと、可動レンズ保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用している。
【００９０】
　即ち、第１磁性部材４１に対して第２磁性部材４２が可動レンズ保持枠２３の外径方向
にずれた位置であって、第１磁性部材４１に対して第２磁性部材４２が光軸Ｏ方向の基端
側にずれた位置に設けられており、第１磁性部材４１が可動レンズ保持枠２３の外方基端
側への斜め方向に引き付けられている。
【００９１】
　このとき、可動レンズ保持枠２３は、基端側への水平分力Ｂに抗して、アクチュエータ
３０の押圧キャップ３２ａが第２バネ３４の付勢力によって、腕部２３ｂを先端方向へ押
圧しており、先端側に移動して停止している状態となる。
【００９２】
　そして、可動レンズ保持枠２３は、腕部２３ｂが延設している外径方向への引力Ａによ
る垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態となる。
【００９３】
　この状態から、アクチュエータ３０のＳＭＡワイヤ３６が収縮して第２バネ３４が縮み
、押圧キャップ３２ａおよび押圧部３２が基端方向へ移動すると、可動レンズ保持枠２３
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が腕部２３ｂを基端側へ付勢している第１バネ３１の付勢力によって基端側に移動する。
【００９４】
　このとき、可動レンズ保持枠２３は、第１バネ３１の付勢力に加え、基端側への水平分
力Ｂによる駆動力が生じる。また、可動レンズ保持枠２３は、基端側への移動時に、常に
腕部２３ｂが延設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた
状態となる。
【００９５】
　そして、図６に示したように、撮像ユニット１は、可動レンズ１１ｂが像側に位置（テ
レ端位置）する、ここでは撮影倍率が高くなるテレ状態のときにおいても、第１磁性部材
４１および第２磁性部材４２に互いに引きつけ合う引力Ａが生じている。
【００９６】
　このときにおいても、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材４１には、押圧部３２に設
けられた第２磁性部材４２方向へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａにより基端側
への水平分力Ｂと、可動レンズ保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用する。
【００９７】
　即ち、この状態においても、可動レンズ保持枠２３は、第１磁性部材４１が可動レンズ
保持枠２３の外方基端側への斜め方向に引き付けられており、腕部２３ｂが延設している
外径方向へ引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態となる。
【００９８】
　そして、可動レンズ保持枠２３は、基端側への水平分力Ｂと共に、腕部２３ｂを付勢し
ている第１バネ３１の付勢力によって基端側に移動して停止している状態となる。
【００９９】
　なお、可動レンズ保持枠２３は、基端側から先端側への移動時においても、常に腕部２
３ｂが延設している外径方向へ引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態とな
る。
【０１００】
　このように、本実施の形態の撮像ユニット１は、光軸Ｏに沿った前後に移動する可動レ
ンズ保持枠２３と固定枠２１とに嵌合のガタ付きがあっても、可動レンズ保持枠２３が移
動中および停止位置の径方向のばらつきを抑制して、画像揺れを防止すると共に、光軸Ｏ
に沿った所望の光学特性を満足する位置で前後に移動させることができる。
【０１０１】
　特に、あらゆる姿勢で使用される内視鏡１０１においては、上述の撮像ユニット１の構
成とすることで、所望の光学特性を安定して再現できるため、安定した解像力の再現性を
確保することができる。
【０１０２】
　その結果、可動レンズ保持枠２３と固定枠２１との製造時の精度を厳しくする必要が無
く、歩留まりを向上させることができる。
【０１０３】
　以上の説明により、本実施の形態の撮像ユニット１は、歩留りが向上し、且つ可動レン
ズ保持枠２３の進退移動時に画像揺れなどが生じないようにすると共に、安定して解像力
の再現性を確保することができる。
【０１０４】
　さらに、撮像ユニット１は、可動レンズ保持枠２３が基端側へ移動する際、第１バネ３
１の付勢力に加え、第１磁性部材４１が第２磁性部材４２に引き付けられる引力Ａの基端
側への水平分力Ｂによる駆動力が生じて基端側への移動をアシストすることで、可動レン
ズ保持枠２３の基端方向への移動を安定させることができる。
【０１０５】
（変形例）
　第１磁性部材および第２磁性部材は、以下に記載の各変形例のような構成としてもよく
、さらに、各変形例に例示する第１磁性部材および第２磁性部材をそれぞれ組み合わせて
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もよい。
【０１０６】
（第１の変形例）
　図７は、第１の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
ットの断面図、図８は第１の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡
用撮像ユニットの断面図である。
【０１０７】
　本変形例の撮像ユニット１は、図７および図８に示すように、上述した第２磁性部材４
２に変えて第１磁性部材４１へ引力Ａが作用するように、押圧キャップ３２ａを強磁性体
によって形成した構成となっている。
【０１０８】
　本変形例の撮像ユニット１では、図７に示すように、可動レンズ１１ｂが物体側に位置
（ワイド端位置）する、ここでは撮影倍率が低くなるワイド状態のとき、第１磁性部材４
１および第２磁性部材としての押圧キャップ３２ａに垂直方向の互いに引きつけ合う引力
Ａが生じている。
【０１０９】
　即ち、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材４１には、第２磁性部材となる押圧キャッ
プ３２ａ側として可動レンズ保持枠２３の外径方向へ引き付けられる引力Ａが生じる。
【０１１０】
　このとき、可動レンズ保持枠２３は、腕部２３ｂが延設している外径方向への引力Ａが
働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１１１】
　この状態から、アクチュエータ３０の駆動により、可動レンズ保持枠２３が基端側に移
動するとき、可動レンズ保持枠２３には第１バネ３１の付勢力に加え、引力Ａによって押
圧キャップ３２ａが基端側への移動に伴って追従する駆動力が生じる。
【０１１２】
　さらに、可動レン保持枠２３は、基端側への移動時に、常に腕部２３ｂが延設している
外径方向への引力Ａが働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１１３】
　そして、図８に示すように、撮像ユニット１は、可動レンズ１１ｂが像側に位置（テレ
端位置）する、ここでは撮影倍率が高くなるテレ状態のときにおいても、第１磁性部材４
１および第２磁性部材としての押圧キャップ３２ａに互いに引きつけ合う引力Ａが生じて
いる。
【０１１４】
　このとき、押圧キャップ３２ａが第１磁性部材４１よりも基端側に移動しており、可動
レンズ保持枠２３の第１磁性部材４１に押圧キャップ３２ａ方向へ引き付けられる引力Ａ
が生じ、この引力Ａにより基端側への水平分力Ｂと、可動レンズ保持枠２３の外径方向へ
の垂直分力Ｕと、が作用する。
【０１１５】
　即ち、この状態において、可動レンズ保持枠２３は、第１磁性部材４１が可動レンズ保
持枠２３の外方基端側への斜め方向に引き付けられており、腕部２３ｂが延設している外
径方向への垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１１６】
　そして、可動レンズ保持枠２３は、基端側への水平分力Ｂと共に、腕部２３ｂを付勢し
ている第１バネ３１の付勢力によって基端側に移動して停止している状態となる。
【０１１７】
　なお、可動レンズ保持枠２３は、基端側から先端側への移動時においても、常に外径方
向への引力Ａまたは垂直分力Ｕによって、腕部２３ｂが延設している外径方向への引力が
働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１１８】
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　このような構成としても、撮像ユニット１は、上述と同様な作用効果を有した構成とす
ることができる。なお、押圧キャップ３２ａは、可動レンズ保持枠２３の腕部２３ｂに当
接するため、欠け易い永久磁石ではなく、1459735237197_2、1459735237197_3ニッケルな
どの強磁性体により形成し、第１磁性体を永久磁石にすることが好ましい。
【０１１９】
　また、押圧キャップ３２ａを永久磁石とする場合、欠け防止用の表面コーティング、保
護カバーなどを設けた構成としてもよい。
【０１２０】
（第２の変形例）
　図９は、第２の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニ
ットの断面図、図１０は第２の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視
鏡用撮像ユニットの断面図である。
【０１２１】
　本変形例の撮像ユニット１は、図９および図１０に示すように、上述した第２磁性部材
４２に変えて第１磁性部材４１へ引力Ａが作用するように、押圧部３２を強磁性体によっ
て形成した構成となっている。
【０１２２】
　本変形例の撮像ユニット１では、図９に示すように、可動レンズ１１ｂが物体側に位置
（ワイド端位置）する、ここでは撮影倍率が低くなるワイド状態のとき、第１磁性部材４
１および第２磁性部材となる押圧部３２に互いに引きつけ合う引力Ａが生じている。
【０１２３】
　このとき、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材４１には、第２磁性部材となる押圧部
３２方向へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａにより基端側への水平分力Ｂと、可
動レンズ保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用している。
【０１２４】
　そのため、本変形例においても、可動レンズ保持枠２３は、外径方向への垂直分力Ｕに
よって、腕部２３ｂが延設している外径方向への引力が働いてガタ寄せされた状態となる
。
【０１２５】
　さらに、可動レンズ保持枠２３は、基端側に移動するときにおいても、第１バネ３１の
付勢力に加え、基端側への水平分力Ｂによる駆動力が生じ、常に外径方向への垂直分力Ｕ
によって、腕部２３ｂが延設している外径方向への引力が働いてガタ寄せされた状態とな
る。
【０１２６】
　そして、図１０に示すように、撮像ユニット１は、可動レンズ１１ｂが像側に位置（テ
レ端位置）する、ここでは撮影倍率が高くなるテレ状態のときにおいても、第１磁性部材
４１および第２磁性部材となる押圧部３２に互いに引きつけ合う引力Ａが生じている。
【０１２７】
　このときにおいても、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材４１には、押圧部３２方向
へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａにより基端側への水平分力Ｂと、可動レンズ
保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用する。
【０１２８】
　即ち、本変形例においても、可動レンズ保持枠２３は、第１磁性部材４１が可動レンズ
保持枠２３の外方基端側への斜め方向に引き付けられており、腕部２３ｂが延設している
外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１２９】
　そして、可動レンズ保持枠２３は、基端側への水平分力Ｂと共に、腕部２３ｂを付勢し
ている第１バネ３１の付勢力によって基端側に移動して停止している状態となる。
【０１３０】
　なお、可動レンズ保持枠２３は、基端側から先端側への移動時においても、常に腕部２
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３ｂが延設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態と
なる。
【０１３１】
　このような構成としても、撮像ユニット１は、上述と同様な作用効果を有した構成とす
ることができる。
【０１３２】
（第３の変形例）
　図１１は、第３の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユ
ニットの断面図、図１２は第３の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内
視鏡用撮像ユニットの断面図である。
【０１３３】
　本変形例の撮像ユニット１は、図１１および図１２に示すように、上述した第１磁性部
材４１に変えて第２磁性部材４２からの引力Ａが作用するように、芯金２５を強磁性体に
よって形成した構成となっている。
【０１３４】
　なお、第２磁性部材４２は、その中心軸Ｘが芯金２５の中心軸Ｙよりも、外径方向にず
れている。これら中心軸Ｘ，Ｙの距離は、離れている方が良いが、撮像ユニット１が大型
化しないように互いの所定の離間距離が設定されている。
【０１３５】
　本変形例の撮像ユニット１では、図１１に示すように、可動レンズ１１ｂが物体側に位
置（ワイド端位置）する、ここでは撮影倍率が低くなるワイド状態のとき、第１磁性部材
となる芯金２５および第２磁性部材４２に互いに引きつけ合う引力Ａが生じている。
【０１３６】
　このとき、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材となる芯金２５には、押圧部３２に設
けられた第２磁性部材４２方向へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａにより基端側
への水平分力Ｂと、可動レンズ保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用している
。
【０１３７】
　そのため、本変形例においても、可動レンズ保持枠２３は、外径方向への垂直分力Ｕに
よって、腕部２３ｂが延設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄
せされた状態となる。
【０１３８】
　さらに、可動レンズ保持枠２３は、基端側に移動するときにおいても、第１バネ３１の
付勢力に加え、基端側への水平分力Ｂによる駆動力が生じ、常に腕部２３ｂが延設してい
る外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１３９】
　そして、図１２に示すように、撮像ユニット１は、可動レンズ１１ｂが像側に位置（テ
レ端位置）する、ここでは撮影倍率が高くなるテレ状態のときにおいても、第１磁性部材
となる芯金２５および第２磁性部材４２に互いに引きつけ合う引力Ａが生じている。
【０１４０】
　このときにおいても、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材となる芯金２５には、第２
磁性部材４２方向へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａにより基端側への水平分力
Ｂと、可動レンズ保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用する。
【０１４１】
　即ち、本変形例においても、可動レンズ保持枠２３は、第１磁性部材となる芯金２５が
可動レンズ保持枠２３の外方基端側への斜め方向に引き付けられており、腕部２３ｂが延
設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１４２】
　そして、可動レンズ保持枠２３は、基端側への水平分力Ｂと共に、腕部２３ｂを付勢し
ている第１バネ３１の付勢力によって基端側に移動して停止している状態となる。
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【０１４３】
　なお、可動レンズ保持枠２３は、基端側から先端側への移動時においても、常に腕部２
３ｂが延設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態と
なる。
【０１４４】
　このような構成としても、撮像ユニット１は、上述と同様な作用効果を有した構成とす
ることができる。
【０１４５】
（第４の変形例）
　図１３は、第４の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユ
ニットの断面図、図１４は第４の変形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内
視鏡用撮像ユニットの断面図である。
【０１４６】
　本変形例の撮像ユニット１は、図１３および図１４に示すように、第３の変形例の第１
磁性部材となる芯金２５を腕部２３ｂに嵌挿させて腕部２３ｂの基端面に露出させると共
に、第１の変形例の押圧キャップ３２ａを強磁性体によって形成した構成となっている。
【０１４７】
　なお、第２磁性部材となる押圧キャップ３２ａは、第３の変形例と同様に、その中心軸
Ｘが芯金２５の中心軸Ｙよりも、外径方向にずれている。これら中心軸Ｘ，Ｙの距離は、
離れている方が良いが、撮像ユニット１が大型化しないように互いの所定の離間距離が設
定されている。
【０１４８】
　このような構成とすることで、可動レンズ１１ｂが物体側に位置するワイド端位置と像
側に位置するテレ端位置とを進退移動する際に、芯金２５と押圧キャップ３２ａが直接接
触するため、互いが磁力により吸着するため、可動レンズ保持枠２３の進退駆動が安定し
て行える。
【０１４９】
　なお、可動レンズ保持枠２３は、可動レンズ１１ｂが像側に位置（テレ端位置）する、
ここでは撮影倍率が高くなるテレ状態への移動時に、固定枠２１のスリット２１ｂを形成
する壁面または図示しないスペーサに当接して移動が規制される。その後、押圧キャップ
３２ａが、さらに基端側に移動するため、芯金２５と押圧キャップ３２ａが離れた状態と
なる。
【０１５０】
　この状態においては、図１４に示すように、撮像ユニット１は、第１磁性部材となる芯
金２５および第２磁性部材となる押圧キャップ３２ａに互いに引きつけ合う引力Ａが生じ
ている。
【０１５１】
　このときにおいても、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材となる芯金２５には、第２
磁性部材となる押圧キャップ３２ａ方向へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａによ
り基端側への水平分力Ｂと、可動レンズ保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用
する。
【０１５２】
　即ち、本変形例においても、可動レンズ保持枠２３は、第１磁性部材となる芯金２５が
可動レンズ保持枠２３の外方基端側への斜め方向に引き付けられており、腕部２３ｂが延
設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１５３】
　そして、可動レンズ保持枠２３は、基端側への水平分力Ｂと共に、腕部２３ｂを付勢し
ている第１バネ３１の付勢力によって基端側に移動して停止している状態となる。
【０１５４】
（第５の変形例）
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　図１５は、第５の変形例の可動レンズ保持枠が先端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユ
ニットの断面図、図１６は第５の変形例の可動レンズ保持枠の断面図、図１７は第５の変
形例の可動レンズ保持枠が基端側に移動した状態の内視鏡用撮像ユニットの断面図である
。
【０１５５】
　本変形例の撮像ユニット１は、図１５から図１７に示すように、上述した第１磁性部材
４１に変えて第２磁性部材４２からの引力Ａが作用する強磁性体によって形成されたＣリ
ング状の筒状磁性部４３が可動レンズ保持枠２３の内周部に配設されている。
【０１５６】
　この筒状磁性部４３は、図１６に示すように、径方向に変形自在な形状として断面Ｃ形
状（Ｃリング形状）をしている。
【０１５７】
　本変形例の撮像ユニット１では、図１５に示すように、可動レンズ１１ｂが物体側に位
置（ワイド端位置）する、ここでは撮影倍率が低くなるワイド状態のとき、第１磁性部材
となる筒状磁性部４３および第２磁性部材４２に互いに引きつけ合う引力Ａが生じている
。
【０１５８】
　このとき、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材となる筒状磁性部４３には、押圧部３
２に設けられた第２磁性部材４２方向へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａにより
基端側への水平分力Ｂと、可動レンズ保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用し
ている。
【０１５９】
　そのため、本変形例においても、可動レンズ保持枠２３は、外径方向への垂直分力Ｕに
よって、腕部２３ｂが延設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄
せされた状態となる。
【０１６０】
　さらに、可動レンズ保持枠２３は、基端側に移動するときにおいても、第１バネ３１の
付勢力に加え、基端側への水平分力Ｂによる駆動力が生じ、常に腕部２３ｂが延設してい
る外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態となる。
【０１６１】
　そして、図１７に示すように、撮像ユニット１は、可動レンズ１１ｂが像側に位置（テ
レ端位置）する、ここでは撮影倍率が高くなるテレ状態のときにおいても、第１磁性部材
となる筒状磁性部４３および第２磁性部材４２に互いに引きつけ合う引力Ａが生じている
。
【０１６２】
　このときにおいても、可動レンズ保持枠２３の第１磁性部材となる筒状磁性部４３には
、第２磁性部材４２方向へ引き付けられる引力Ａが生じ、この引力Ａにより基端側への水
平分力Ｂと、可動レンズ保持枠２３の外径方向への垂直分力Ｕと、が作用する。
【０１６３】
　即ち、本変形例においても、可動レンズ保持枠２３は、第１磁性部材となる筒状磁性部
４３が可動レンズ保持枠２３の外方基端側への斜め方向に引き付けられており、腕部２３
ｂが延設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態とな
る。
【０１６４】
　そして、可動レンズ保持枠２３は、基端側への水平分力Ｂと共に、腕部２３ｂを付勢し
ている第１バネ３１の付勢力によって基端側に移動して停止している状態となる。
【０１６５】
　なお、可動レンズ保持枠２３は、基端側から先端側への移動時においても、常に腕部２
３ｂが延設している外径方向への引力Ａによる垂直分力Ｕが働いてガタ寄せされた状態と
なる。
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　このような構成としても、撮像ユニット１は、上述と同様な作用効果に加え、筒状磁性
部４３を可動レンズ保持枠２３の内周部に設けることで、省スペース化できると共に、筒
状磁性部４３を大きくでき、磁力を高めることができる。
【０１６７】
　なお、第１磁性部材または第２磁性部材を構成する各種構成要素は、一方が永久磁石と
し、他方が強磁性体または永久磁石とすればよいが、勿論、永久磁石に変えて電磁石とし
てもよい。
【０１６８】
　また、本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、特許請求の範囲および明
細書全体から読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そ
のような変更を伴う内視鏡用撮像ユニットもまた本発明の技術的範囲に含まれるものであ
る。
【０１６９】
　本発明によれば、歩留りが向上し、且つ移動レンズ枠の進退移動時に画像揺れなどが生
じないようにすると共に、安定して解像力の再現性を確保できる内視鏡用撮像ユニットお
よび内視鏡を提供することができる。
【０１７０】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１７１】
　本出願は、２０１６年４月４日に日本国に出願された特願２０１６－０７５３６９号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲に引用されるものとする。
【要約】
　本発明は、可動レンズ１１ｂを保持して進退移動可能な可動レンズ保持枠２３を含むレ
ンズ鏡筒部２０と、可動レンズ保持枠２３を基端側に付勢する付勢部材３１と、レンズ鏡
筒部２０の側面部に配設され、可動レンズ保持枠２３に当接する当接部３２ａを有し、可
動レンズ保持枠２３を先端側に駆動する駆動機構部３０と、可動レンズ保持枠２３に設け
られた第１磁性部材４１と、第１磁性部材４１よりも可動レンズ保持枠２３の外径方向に
位置して第１磁性部材４１を引き寄せて、可動レンズ保持枠２３を外径一方向に寄せるア
クチュエータ３０に設けられた第２磁性部材４２と、を有する内視鏡用撮像ユニット１。
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